
　　

札
幌
付
近
に
お
け
る
農
業
試
験

場
は
、
明
治
四
年
に
つ
く
ら
れ
た

開
拓
使
の
札
幌
官
園
に
始
ま
り
、

そ
の
後
、
明
治
九
年
に
設
置
さ
れ

た
札
幌
農
学
校
が
、
あ
ら
ゆ
る
北

海
道
の
農
業
の
試
験
場
で
も
あ
り

ま
し
た
。
明
治
三
十
四
年
、
札
幌

農
学
校
の
一
部
（
北
区
北
十
八
西

十
一
）
に
、
北
海
道
庁
が
全
道
を

系
統
的
に
開
発
す
る
農
事
試
験
場

（
後
に
農
業
試
験
場
に
改
称
）
を

創
立
し
ま
し
た
。
こ
こ
を
中
心
に

道
内
農
産
物
の
品
種
改
良
や
農
産

製
造
に
関
す
る
試
験
が
拡
大
さ
れ

て
い
き
ま
し
た
。
大
正
十
一
年
、

従
来
の
用
地
と
庁
舎
で
は
手
狭
に

な
り
、
現
農
試
公
園
付
近
に
移
転

が
決
ま
り
、
大
正
十
四
年
に
完
成

し
ま
し
た
。
農
業
試
験
場
は
そ
の

後
昭
和
四
十
一
年
羊
ケ
丘
と
長
沼

町
に
移
転
す
る
ま
で
置
か
れ
て
い

ま
し
た
。

農
業
試
験
場
が
で
き
て
か
ら
は
、

新
品
種
の
導
入
、
農
業
技
術
の
指

導
な
ど
を
受
け
、
琴
似
付
近
は
札

幌
市
の
野
菜
供
給
地
と
し
て
の
性

格
を
強
め
て
い
き
ま
す
。
そ
の
後
、

円
山
朝
市
が
開
設
さ
れ
て
か
ら
は
、

野
菜
栽
培
に
拍
車
が
掛
か
り
ま
し

た
。

　

工
業
試
験
場
は
、
道
内
中
小
工

場
の
技
術
向
上
と
そ
の
研
究
成
果

の
普
及
を
図
る
た
め
、
大
正
十
一

年
に
設
立
認
可
を
受
け
ま
し
た
。

大
正
十
二
年
、
醸
造
と
窯
業
の
試

験
・
研
究
か
ら
始
ま
り
、
後
に
化

学
工
業
、機
械
金
属
、工
芸
、包
装
・

食
品
、
工
業
装
置
な
ど
の
分
野
に

及
び
ま
し
た
（
昭
和
五
十
二
年
北

区
北
十
九
西
十
一
に
移
転
）。

工
業
試
験
場
の
設
置
後
は
、
琴

似
地
区
は
日
本
製
麻
、
土
屋
鉄
工

場
、
小
熊
製
材
工
場
な
ど
大
規
模

な
工
場
が
続
々
と
設
立
さ
れ
、
工

業
地
帯
と
し
て
の
性
格
が
は
っ
き

り
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
札
幌

小
樽
間
に
位
置
し
て
い
て
、
鉄
道

の
沿
線
で
あ
り
、
し
か
も
電
力
の

利
用
が
容
易
で
あ
り
、
札
幌
市
内

よ
り
も
税
金
が
安
く
、
工
場
敷
地

を
得
る
の
に
も
容
易
で
あ
る
な
ど

に
よ
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
農
業
試
験
場
・
工

業
試
験
場
の
誘
致
の
成
功
は
、
地

元
農
村
の
技
術
的
進
歩
や
農
村
の

工
業
化
の
ほ
か
、
札
幌
市
の
膨
張

発
展
に
伴
う
住
宅
街
形
成
の
契
機

を
つ
く
っ
た
こ
と
な
ど
、
そ
の
影

響
は
大
き
い
も
の
で
し
た
。
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